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共 通 問 題  

 
次 の 文 章 を 読 み ， 以 下 （ １ ），（ ２ ） の 問 い に 答 え よ 。  
 

 大 江 建 氏 は ， 著 書 『 な ぜ 新 規 事 業 は 成 功 し な い の か （ 新 版 ）』 日 本 経 済 新

聞 社 ， 2 0 0 2 年 の 中 で ， 新 規 事 業 が 失 敗 す る ２ つ の 理 由 と し て 次 の よ う に 述

べ て い る （ 下 線 は 出 題 者 が 追 加 ）。  
 

 

著 作 権 法 の 規 定 に よ り 本 文 は 非 公 開  
 
 
 
（ 出 所 ）大 江 建『 な ぜ 新 規 事 業 は 成 功 し な い の か（ 新 版 ）』日 本 経 済 新 聞 社 ，

2 0 0 2 年 ， 1 3 - 1 4 ペ ー ジ 。  
 
 
（ １ ）下 線 部 分「 新 規 事 業 が 成 功 し た と い う 話 を あ ま り 聞 か な い 理 由 は ，新

規 事 業 に は 新 し い 部 分 や 未 知 の 部 分 が あ り ，既 存 事 業 と 比 べ て 学 習 し な け

れ ば な ら な い こ と が 格 段 に 多 い こ と に 原 因 が あ る 。」 に つ い て ， 既 存 事 業

と 新 規 事 業 の 具 体 例 を 示 し な が ら ，こ の 文 章 が 意 味 す る こ と を 4 0 0 字 程 度

で 説 明 し な さ い 。  
 
（ ２ ）下 線 部 分「 既 存 事 業 で は 知 識 を 最 適 化 す る こ と に よ っ て 利 益 を 最 大 化

す る 方 法 を と る が ，新 規 事 業 で は 学 習 を 中 心 に し た 展 開 方 法 を と る 。す な

わ ち ， 学 習 を 最 適 化 す る 必 要 が あ る 。」 に つ い て ， 既 存 事 業 に お け る 知 識

の 最 適 化 と 新 規 事 業 に お け る 学 習 の 最 適 化 の 違 い を ，具 体 例 を 示 し な が ら

4 0 0 字 程 度 で 説 明 し な さ い 。  
 

 


